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を負に制御する IGF 結合蛋白質を分解することが見出され、腫瘍局所における IGF 活
性化機構が明らかにされてきた。さらに活性化されたリガンド(bioactive IGF)を標的
とした中和抗体による新たな治療法が提唱されてきた。しかしながら標的分子である
血中の bioactive IGF の検出には、標準化された血液検体の保存法や測定法がなく、一
部の臨床研究などで用いられている商業的なELISA法もその正確性が疑問視されてい
る。一方、IGF 受容体を過剰発現させた培養細胞に検体を反応させ、リン酸化された




存条件がヒト検体における bioactive IGF の測定に与える影響は少なかったが、マウス
検体においては大きな影響を与えることが明らかとなった。すなわちヒト検体は－
80℃で保存すれば、血清中でも EDTA 血漿中でも bioactive IGF は安定であったが、
マウス血清は 4℃で保存すると bioactive IGF は経時的に著明に上昇し、－80℃保存で













れることが強く示唆された。さらに、bioactive IGF に中和活性を有する抗 IGF 抗体を
患者血清に添加することにより上昇した IGF 活性が完全に抑制されること、免疫染色





















したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
なお、本学位授与申請者は、平成２７年１２月２日実施の論文内容とそれに関連した
試問を受け、合格と認められたものである。 
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